
函
館
附
近
に
お
け
る
自
然
保
護
運
動
経
緯
の
概
要

宗

像

英

雄

一
、
は

じ

め

に

当
地
域
に
お
け
る
組
織
的

な
自
然
保
護
運
動
の
拾
頭

は
、
昭
和
四
十

六
年
八
月

「
北
海
道
自
然
保
護

協

会
」

の
助
言
と
支
援

に
よ
り

「
南
北
海
道
自
然
保
護
協
会
」
が
誕
生

し
、
函
館
山
周
遊
車
道
建

設
反

対
運
動

に
立
ち
上
が

っ
た

の
が
嗜
矢
と

い
え

よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前

に
は
自
然
保

護
の
動
き
が
全

然
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な

い
。

一
つ
は
、
昭
和
二
十
八
年
六
月
、
当
時

の
市
立
図
書
館
長

・
元
木
省

吾
氏

の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
当

時

の
北
大
水
産
学
部
長

・
時
田

郁
氏
を
会
長
と
し
て
発
足
し
た

「
函
館
山
植
物
愛
好
の
集

い
」

(現

函
館
植
物
研
究
会
)

の
動
き

で
あ
る
。
同

図
書
館

の

「
講
演
集
」
に
よ
れ
ば

、
発
会
式

の
講
演
と
し
て

「
函
館
山

の
植
物
」
、
「
自
然
愛

護
に

つ
い
て
」
と
あ
り
、
と
も

に
函
館

山
植
物
群
落

の
貴
重
さ
と
そ

の

衰
退

の
現
状
を
訴
え
、
行
政
と
市
民
に
そ

の
愛
護
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
以
来
、

こ
の
集

い
は
現
地
視

察
を
主
と
し
た
月

一
回
の
例
会

を
持

ち
、
函
館
山
の
植
物
環
境

の
貴
重

さ
を
紹
介
し

つ
づ
け

て
い
る
。

も
う

一
つ
は
、
市
立
弥
生
小
学
校

の
教
師
数
名
が

ス
ラ
イ
ド

ク
ラ
ブ

を
結
成
、

「
函
館

山
の
植
物
」

と
題
す

る

ス
ラ
イ
ド
映
画

(
昭
和
三
十
年

全
国
自
作

ス
ラ
イ
ド

コ
ン
ク
ー

ル
第

二
位
入
賞
作
品
)
を
作

製

し
、
諸
団
体

の
職
場
研
修
会
、
社
会

学
級

、

一
般
市
民
対
象

の
映
写
会
等

で
公
開
、
函
館

山
植
物

の

特
質

を
P
R
し
、

保
全
思
想

の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

そ̀

の
後
も
同

ク
ラ
ブ

は

「
大
沼
と
駒

ガ
岳
」
、

「
恵

山
」
な
ど
を
製
作
し
、
価
値

あ
る
自
然
の
紹
介

に
寄
与

し
て
い
る
。

し
か
し
残
念

な
が
ら
、
自
然

に
対

す
る
認
識
が
今

日
ほ
ど

の
厳
し
さ
の
な

か

っ
た
時
代
背
景
も
さ
る

こ
と
な
が

ら
、
こ
れ
ら

の
動
き

は
専
ら
世
間
の
霊
呈
息
に
訴
え
る
と

い
う

こ
と
が
主
流
を
な
し
、
車
道
建

設
阻
止
の
た

め
に
闘
う
と
い
う
姿
勢

で
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、
そ

の
力
も
な
か

っ
た
。
と
は
い
え
、
そ

れ
ら

の
関
係
者
が
数
年
後

に
発
足

し
た
南
北
海
道
自
然
保
護
協
会

の
主
力

メ
ン
バ

ー
と
し
て
、
積

み
上

げ

て
き
た
研
究
資
料
な
ど
と
と
も
に
引
き
継
が
れ
て
い

っ
た

こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

は
先
駆
的
活
動
団
体
と
し
て
、
そ

の
存
在
を
高
く
評
価
し
た

い
.

二
、
函

館
山
周
遊
車
道
反
対
運
動

1

函
館
山
と
そ

の
道
路
計
画

函
館
山
は
津
軽
海
峡

に
突
き
出

た
標
高
わ
ず

か
三
一二
四

m
、
周
囲
約
九
㎞

の
小

さ
な
孤
山
で
あ

る
。

北

の
高
地
が
展
望
台

の
あ
る
頂
上

の
御
殿
山
、
南

の
高
地
が
千
畳
敷

(
三
〇
二

m
)
と

い
う
熔
岩
台
地

で
、
そ

の
間
を
狭

い
尾
根
が
結

ん
で
い
る
。
北
東
面
が
、
扇
形

に
展
開

し
て

い
る
砂
洲
上

の
市
街
地

に

よ

っ
て
北
海
道
本
島
と

つ
な
が
り
、
他
の
三
面
は
ほ
と

ん
ど
が
急

峻
な
断
崖
に
よ

っ
て
海
に
臨

ん
で
い

る
。山

腹

は
深

い
谷
に
え
ぐ
ら
れ
て
急

斜
地
が
多
く
、
岩
質
も
変
朽
安
山
岩
が
主
体
を
な
し
て
い
る
の
で

崩
落

し
や
す

い
環
境
を
随
所

に
抱

い
て
い
る
。
そ
の
崩
れ
を
防
止
し
て
い
る
の
が
、
全
山
を
被

っ
て
い

る
植
物
群

で
あ
る
。
植
物
群
は
学
術
的

に
も
貴
重
な
要
素
を
含

ん
で
い
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
防
災
上

か

ら
も
重
要
な
存
在
で
あ

り
、
ま
た
四
季
お
り
お
り
の
美

し
い
た

た
ず
ま

い
は
、
古
く
か
ら
人

々
の
生
活

の
営
み
の
中

に
深
く
根

を
お
ろ
し
て
き
た
緑

の
世
界

で
も
あ

る
。
そ

の
緑

に
抱
か
れ
た
野
鳥
も
多
く
、

昭
和
三
十

七
年
、
函
館

山
及
び
附
近
海
域
を
も
含

め
て
国

の
特
別
鳥
獣
保
護

区
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
山
は
明
治
三
十
二
年

七
月

、
要
塞
地
帯
法

の
発
布
に
よ
り
軍
用
地
と
し
て
津
軽

要
塞
司
令
官

の
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管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
終
戦
に
ょ
る
解
除
ま

で
の
約
半
世
紀

の
間
、
自
然
状
態
が
人
為
的
に
維
持

さ
れ
て
き
た
。
「
函
館
区
史
」
に
よ
れ
ば
、
要
塞
化

の
項

に
、
「明
治
三
十

一
年

、
函
館
区
保
安
林
即
ち

函
館
山
千
畳
敷

及
谷
地
頭
附
近
十

六
万
余
坪
を
陸
軍
省

に
交
付
を
終
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ

に

よ
る
と
要
塞
化
前

の
函
館
山
は
保
安
林

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
古
く
幕

末
の
頃
に
植
樹
さ
れ
た
と

い
う
現
在

に
残
る

ス
ギ
林

の
位
置
を
見

る
と
、
す

で
に
古
く

か
ら
人

々
は
こ
の
山

の
防
災

に
意

を
用

い

て
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

戦
後

の
昭
和
二
十

三
年
、
函
館

市
は
こ
の
山
を
国
か
ら
借
り
受
け
、
都
市

公
園
と

し
て
整
備
を
開
始

し
、
同
二
十

五
年
、
護
国
神
社
裏

の
登
山

口
か
ら
御
殿
山
頂
上

に
い
た
る
四

・
五
㎞
、
幅
員
七

m
の
車

道
開
削

に
着

工
し
、
同

二
十
八
年

一
応

の
開
通
を

み
た
。
同

三
十
二
年

ロ
ー
プ

ゥ

ェ
イ
も
完
成
、
こ
れ

ら
に
よ

っ
て
山

の
美

し
い
自
然
は
市
民

の
憩

い
の
緑
地
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
頂
上

か
ら

の
夜
景
も

世
界

三
大
夜
景

の

一
つ
な
ど
と
宣
伝
さ
れ
て
、

一
躍
観
光
的
脚
光
を
あ
び
る
に
い
た

っ
た
。

こ
の
間
、
市
は
御
殿
山
か
ら
千
畳
敷

に
至
る
狭

い
尾
根

に
失
対
事
業

に
よ
る
車
道
工
事
を
開
始

し
、

二
十
九
年

か
ら
四
十

二
年
に
わ
た
る
十
四
年
間

に
わ
ず

か
三
㎞
と

い
う
進
行
ぶ
り
、

ま
た
大
量
の
土
石

を
谷
底

へ
投
棄
す
る
と

い
う
ま
こ
と

に
乱
暴
な
工
事
で
、
よ
う
や
く
市
民

の
間

か
ら
批
判

の
声

が
で
は

じ
め
た
。

し
か
し
、
観
光

開
発

に
よ

っ
て
市
経
済
界

の
斜
陽
化
を
ば

ん
回
し
よ
う
と
す
る
商
工
団
体

の

車
道
建
設
促
進
活
動

の
前

に
は
、
感
傷
的
存

在
と
し
て
黙
殺
さ
れ
て

い
っ
た
。

も
と
も
と
市

の
函
館

山
公
園
計
画

に
は
、
三
本
の
車
道
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
第

一
は
海
岸

一
周
道

路

(
立
待
岬
-

寒
川
-

山
背
泊
)
、
第

二
は
前
記

の
登
山
周
遊
道
路

(登
山

ロ
ー
御
殿
山
ー

千
畳
敷
-
寒

川
)
、
第
三
は
山
麓
道
路

(立
待
岬
-

谷
地
頭
小
裏
ー
八
幡
宮
裏
-
仏
舎
利
塔
-
登
山

口
)

で
あ

る
。

第

一
は
立
待
岬
か
ら
五
五
〇

m
の
地
点

で
難

工
事

の
た
め
と
漁
民

の
反
対

に
あ

っ
て
中
断

、
第
三
は

八
幡
宮
氏
子
の
反
対

に
よ
り
谷
地
頭
小
裏

で
中
断
、
第

二
の
周
遊
車
道

は
海
岸

一
周
路

が
中
断
さ
れ
た

た
め
寒
川

へ
は
連
結

で
き
ず
、
立
待
岬
を
目
指
し
て
下
降
す

る
路
線

に
変
更

せ
ざ

る

を

え

な

く

な

っ

た
。
そ
の
た
め
函
館
市

は
変
更
路
線
に
予
想

さ
れ

る
難
工
事
と
財
源
難
を

一
挙

に
解
決
さ
せ
る
た
め
、

函
館
駅
i

登
山

ロ
ー
御
殿
山
-
千
畳
敷
-
立
待
岬

の
間
を

「
立
待

岬
函
館
停
車

場
線

」
と
し
て
道
道

に

昇
格
さ
せ
、
道
費

に
よ

っ
て
未

設
部
分

(
千
畳
敷
ー
立
待
岬
)

の
工
事
を
行
な

い
、
函
館
山
周
遊
車
道

の
完
成
を
意

図
し
た
。

「
主
要
な
る
駅

と
主
要
な

る
観
光
地
を
結
ぶ
」
と

い
う
道
道
昇

格
条
件
を
満
た

す

に
は
特
別

な
政
治
的
折
衝
を
必
要
と
し
た
と
風
聞
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
四
十

五
年
三
月
三
十

一
日

付
で
認
可
さ
れ
て

い
る
。

2

南
北
海
道
自
然
保
護
協
会

の
誕
生
と
そ
の
活
動

昭
和
四
十
五
年
、
た
ま
た
ま
小
樽
市
か
ら
函
館
市

に
転
住
し
た

一
婦

人
の
、
函
館
山

の
自
然
保
護

に

つ
い
て
北
海
道
自
然
保
護
協
会

に
善
処
方

を
要
望
す
る
投
書
が
道
新

に
掲
載
さ
れ
た
の
が
き

っ
か
け
と

な
り
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会

は
直
ち

に
こ
の
問
題
を
と
り
上
げ
、
市
立
博

物
館

に
呼
び
か
け

た
。
博

物
館

は
こ
れ
に
応
え

て
関
係
者
を
招
集
し
、
十

一
月

「
函
館

山
自

然
保
護
談
話
会
」
を
催

し
た
。
こ
の

日
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会

か
ら

は
当
時

の
井
手
理
事
長
、
辻
井
、
斎
藤
両
理
事
が
出
席

さ
れ
、
大
変

力
強

い
指
導
助
言
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
以
来
、
数
次
に
わ
た

っ
て

「
延
長
工

事

に
つ
い
て
は
慎
重
な
配
慮
を
す

る
よ
う
」
市

に
要
望
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ

っ
た
。

翌
四
十
六
年
五
月
、
市

は
博
物
館
友

の
会

自
然
保
護
研
究
部

に
対

し
、
千

畳
敷
か
ら
地
蔵
山
を
経
て

立
待
岬

に
下
降
す
る

ル
ー
ト
の
青
写
真
を
示
し
、

「
す

で
に
七
億

の
道
費

も

つ
い
て

い
る
の
で
了
承
し

て

ほ
し

い
」
と

の
申
し
入
れ
が
あ

っ
た
。
計
画
路
線

は
地
蔵
山
北
東
斜
面

の
函
館
山
を
象
徴
す
る
最
も

豊
か
な
森
林
地
帯
を
開
削
し
て
大
き
く

U
タ
ー
ソ
し
立
待
岬

に
い
た
る

ル
ー
ト
、
し
か
も
そ

こ
は
水
害

常
襲
地
帯
の
谷
地
頭
町
に
最
も
急
峻

な
斜
度

で
迫

っ
て
い
る
危
険
地
帯

で
も
あ
る
。
研
究

部
は
、
山

の

自
然
的
価
値
と
崩
落
し
や
す

い
特
質
を
主
張
し
て
真
向
か
ら
反
対

し
た
が

、
会
談
は
決
裂

の
ま
ま
終

了

し
た
。
こ
の
会
談
で
知

っ
た
別

の

「
危
険
性
」

は
、

こ
の
計
画

に

つ
い
て
市

は
事
前
調
査
を
全
く
欠

い

て

い
た
こ
と

、
市
議
会

の
建
設
常
任
委
員
会

も
現
地
視
察
す
ら

な
し
に
可
決
し
て
い
た
、
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
無
謀
さ

に
驚

い
た
関
係
者

は
、
た
ま
た
ま
友

の
会

の
活
動
に
も
限
界

の
あ
る
こ
と
を
話
し
合

っ

て

い
た
矢
先

で
も
あ

り
、
ま
た
か
ね
て
よ
り
井
手
理
事
長

か
ら
は
地

元
住
民

の
意
志
を
代
表
す
る
地
元

組
織

の
必
要
性

に
つ
い
て
助
言
を

い
た
だ
い
て
い
た

こ
と
も
あ

っ
て
、
直
ち

に
地
元
組
織

の
具
体
化

に

は

い
っ
た
。
そ
し
て
、
四
十

六
年
八
月
、
南
北
海
道
自
然
保
護
協
会

は
誕
生

し
た
。
井
手
理
事
長

は
設

立
総
会

で
激
励
の
ご
挨
拶
を
く
だ
さ

っ
た
ば

か
り
で
な
く

、
そ

の
後

の
活
動
に
お
い
て
も
、
道
知
事
と

の
交
渉

な
ど

に
し
ば

し
ば
ご
足
労
を
煩
わ
し
た
。

い
ま
も
な
お
、
深
く
感
謝
し
て
い

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。さ

て
、
協
会
は
直

ち
に
こ
の
件
を
検

討
し
、
函
館
山

の
特
質

を
考

え
る
な
ら
全
山
保
護
策
を
と
る
べ

き
だ
が
、
諸
般

の
社
会
的
客
観
情
勢
を
考
慮

、

「
路
線
を
西
部
方

面

へ
変
更

し
、
千
畳
敷
方
面
は
自
然

保

護
地
区
に
す
べ
し
」
と

い
う
意
見
を
ま
と
め
、
地
蔵
山

の
植
生

調
査

資
料
を
添
え
、
八
月
二
十

日
付

で
道
知
事
と
市
長

へ
要
望
し
た
。
両
者

か
ら
は
十
月
に
は
い

っ
て
も
な
ん
の
反
応
も
な
い
た
め
、
再
度
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の
要
望
を
計
画
、
十

一
月

に
か
け
て
署
名
運
動
を
開
始

し
た
。

「
貴
重

な
自
然
を
失

っ
て
は
な
ら
な

い
。
防
災
上

か
ら
も
危
険

で
あ
る
。
美
し

い
景
観

の
破
壊

で
あ

り

、
観
光

資
源
そ

の
も

の
の
破
壊
で
も
あ

る
」
と

い
う
四
点

が
、
市
民

へ
の
ア
ピ
ー

ル
の
要

旨
で
あ

っ

た
。
こ
の
運
動
は
意
外

な
ほ
ど

の
市
民
の
強

い
関
心
と
賛
同
を
え
て
、
短
期
間
で
約

九
千

の
署
名
が
集

ま

っ
た
ば

か
り
で
な
く

、
二
十
数
名

で
発

足
し
た
会
員
は
、
運
動

の
さ
中

に
急
増

し
て
百
名

を
突
破
す

る

に
い
た

っ
た
。

十

一
月

、
市

は
路
線
変
更

の
第

一
、
第

二
次
案

を
提

示
し
た
。
い
ず
れ
も
立
待
岬

に
固
執
し
、
森
林

を
大
き
く
破
壊
す
る

こ
と

に
変
り
が

な
い
の
で
直
ち

に
拒
否
、
同
時

に

「
函
館
山
の
保

全
と
開
発
利
用

に
関
す
る
意
見
書
」
を
提
出
、
そ

の
中

で
観
光
と
自
然
保

護

に
関
す

る
協
会

の
基
本
的
考

え
を
述
べ
、

御
殿
山
方

面
を
利
用
地
区
と
し
、
千
畳
敷
方
面
を
慎
重

な
管

理
に
よ
る
保
護
地
区
と
す
る
、
と

い
う
二

分

察
を
提
示
し
、
そ

れ
に
伴
う
利
用
資
源

の
選
択
と
取
り
扱

い
、
復
元
す
べ
き
地
域
と
方
法
な
ど

に
つ

い
て
も
進
言
し
た
。
十

二
月
、
協
会
は
九
千
の
署
名
簿
を
道

へ
提

出
、
知
事
か
ら

「
函
館
市
民

の
納
得

上空から見た函 館山、尾根の

白線は未完成車道(S43.8)

が
え
ら
れ
な
い
う
ち
は
工
事
を
実
施

し
な

い
」
と

の
回
答
を
え
た
。

翌
四
十

七
年

二
月
、
市
は
第
三
次
変
更
案

を
示
し
た
。
内
容

は
先

の
十

一
月

の
意
見
書
を
全
く
無
視

し
、
あ
く

ま
で
も
立
待
騨

に
固
執
す
る
も

の
な

の
で
反
対

を
表
明
、
同
時
に
市
長

に
対
し
、
函
館
山

の

保
全
策

を
た
だ
す
質
問
状
を
発
し
た
。
回
答
は

「
自

然
環
境

の
保
全

に
可
能
な
限
り

の
配
慮

を
講

じ
つ

つ
函
館

山
の
整
備

を
図

る
考

え
で
あ

る
」
と

し
て
、
第

三
次
案

に
協

力
を
要
請
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

六
月
、
協
会

は
再
度

「第

三
次
案

に
対
す

る
反
対
理
由
」
を
提
出
、
こ
れ
に
は
函
館
山

に
関
す
る
総

合
的
資
料
を
添

え
た
。

資
料
は

「
地
質
と
予
想
さ
れ
る
破
壊
」
、

「
植
生
と
問
題
点
」
、

「
鳥
獣

へ
の
影

響
」
、
「
生
物
群
集

の
生
態
系
と
そ

の
破
壊
」
、
「
漁
業

へ
の
影
響
」
、
「
西
部
方
面

の
史
蹟
」
、
「
望
ま
し
い

観
光

の
在
り
方
」
等
七
項
目
に
わ
た
る
も

の
で
、
調
査
部
員

の
貴

重
な
労
作

で
あ
る
。
し
か
し
、
協
会

は
立
待
岬

に
固
執
す
る
市
の
第
三
次
案

を
撤

回
さ
せ
る
に
は
さ
ら

に
強
力
な
運
動

が
必
要
と
考

え
、
直

ち
に
再
度

の
署
名
運
動
を
開
始

し
た
。

こ
の
間

、
観
光
業
者
や
市
側

に
協

力
的

な
婦
人
団
体
か
ら

「
車
道
早
期
完
成
」
な
ど
の
陳
情
が
あ

っ

た
り
、
市
も
賛
成
世
論
譲
成

の
た
め

の
見
学
会
を
実
施
す
る
な

ど

大沼の破損 したままの 簡易ろ過装置(S51.8)

対
抗

的
な
動
き
を

つ
づ
け
て

い
る
。
協
会
も
ま
た
、
理
事
達
は
職

場
集
会
、
各
種
講
演
会

、
討
論
会
な
ど

に
積
極
的

に
出
席
、
理
解

を
求

め
て
活
躍

し
た
。

会
員
達

は
果
敢

に
街
頭

へ
進
出

し
、
署
名
集

め
と
会
員

の
拡
大

に
努
力

し
た
。

ま
た
、

別

の
婦
人
団
体

か
ら

「
路
線
変
更

」

や

「
建

設
中

止
」
等

の
陳

情
が
出
さ
れ
る
な
ど

の
新

し
い
要
素
も
加

わ
り
、
よ
う

や
く
高
ま

っ
て
き
た
自
然
保
護

の
全
国
的
潮
流

や

マ

ス
コ
ミ
の
自
然
保
護

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
情
勢

に
も
助
け
ら
れ

て
、
粘
り
強

い
運
動
が

つ
づ

け
ら
れ
た
。
そ

し
て
十
月
三
十

日
、

つ
い
に
市
は

ト
ッ
プ
会
談

の
席

上
で

「
立
待
岬
線

は
撤
回
す
る
。

新
た

に
西
部
方
面
を
検
討

し
、
案

の
で
き
次
第
提
示
す
る
」
と
確

約
す

る
に
い
た

っ
た
。

こ
れ

に
よ

っ
て
協
会

の
要
望

は

一
応
満
た

さ
れ
た
わ
け

で
あ
る

が
、
じ

つ
は
こ
の
頃
、
市
は
窮
地

に
追
い
こ
ま
れ
て
い
た
。
と

い

う

の
は
、
道
は
市
か
ら
の
強

い
要
請

に
よ
り
辛

じ
て
昇
格
さ
せ
た
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道
道

「
立
待
岬
函
館
停
車
場
線
」

の
ル
ー
ト
変
更

は
い
ま
さ
ら
認

め
る
わ
け

に
は
い
か
な

い
、
西
部

ル

ー
ト
は
道
道

と
し
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な

い
、
と
し
て
四
十
八
年
度

の
建

設
予
算

を
削
る
構

え
を

み
せ
た
。

市

は
こ
の
窮
状
を
協
会

に
は
伏

せ
て

い
た
。
だ

か
ら
、
四
十

八
年
四
月
、
協
会

の

「
西
部
案

は
ま
だ

か
」

の
問

い
に
対

し
て

「
目
下
作
業
中
、
六
月
中
旬

に
は
提

示
で
き

る
と
思
う
」
と
回
答
し
な
が
ら
、

そ

の
六
月
、

「
周
遊
車
道
は

一
時
棚
上
げ

し
、
函
館
山
将
来
像

の
策
定
を

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
し

た
」
と
、

一
方
的

に
報
道
機
関

に
発
表
し
た
。

協
会

は
、
市
が

い
ま
ま
で
の
建
設
的
な
交
渉
の
積

み
上
げ
を

一
方
的

に
破
棄
し
、

一
切

の
計
画
を
ね

り
な
お
す
と

い
う

の
で
あ
れ
ば
、
協
会
も
ま
た
自
然
保
護

の
原
点

に
立
ち
戻
り
、
新

し
い
客
観
情
勢
を

も

ふ
ま
え
て
、
妥
協
的
色
彩

の
二
分
案
を
す
て
全
面
保
護

の
線

を
打

ち
だ
そ
う
と
、
八
月
臨
時
総
会

の

満

場

一
致

の
決
議
を
経
て
、
次

の
四
項

目
を
道
知
事
、
市
長

へ
要
求
し
た
。

1

新
た

に
車
道

の
建
設
は

一
切
し
な

い
。
既
設
車
道

に
つ
い
て
も
拡
幅
、
延
長
な
ど
の
変
更

を
し
な

い
こ
と
。

2

国
設
特
別
鳥
獣
保
護
区
と
し
て

の
実
効
確
保

の
た
め
、
ま
た
市
街
地

へ
の
災
害
防
止

の
た
め
、
全

山
保
安
林

の
指
定
を
直
ち

に
申
請
す
る
こ
と
。

3

御
殿
山
、
千
畳
敷
間

の
開
削
路
は
使
用

目
的
を
自
然
散
策
路

に
変
更
し
、
直

ち

に
補

修

す

る

こ

と
。

こ
れ

に
伴

い
、
千
畳
敷

の
未
完
成
駐
車
場

は
直
ち
に
緑
地
化
す

る
こ
と
。

4

全
路
線

に
わ
た
り
、
法
面
、
路
肩
、
側
溝

な
ど

の
補
強
、
並

び
に
緑
化
を
急
ぎ
、
流
土
崩
落
を
厳

重

に
防
止
す
る
と
と
も

に
、
自
然
環
境
と
景
観

の
復
元

に
努

め
る
こ
と
。

*

昭
和
四
十
九
年
三
月

、

コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト

(
日
本
公
園
緑
地
協
会

)

の

「
函
館
山
基
本
計
画
報
告

書
」
が
出
た
。
そ

の
内
容

は
、

「
函
館
山
は
都
市
公
園
と
は

い
い
な
が
ら
、
そ

の
実
質

か
ら
自
然
公
園

と

し
て
対
処
す
る

こ
と
が
望

ま
し
い
。
ま
た
、
急
斜
地
や
森
林

が
多
く

、
利
用
可
能
面
積
が
狭

い
の
で

無
制
限

に
利
用
す
る
こ
と
は
資
源
そ

の
も

の
の
破
壊
と
も
な
り
、
決
し
て
地
元

の
利
益

に

は

な

ら

な

い
」
と

い
う
基
本
的
な
考

え
に
立

っ
て
西
部

ル
ー
ト
を
も
否
定
し
、
車

の
制
限
と

ロ
ー
プ

ウ

ェ
イ

の
拡

充

を
志

向
す
る
と

い
う
、
市

の
計
画

よ
り
は
遥
か
に
協
会

の
考
え

に
近

い
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
問
題
に
関

し
て
そ

の
後
、
市
と
協
会

の
間

に
若

干
の
交
渉
を
重
ね
た
が
、
決
断
を
迫

ら
れ
た
市

長

は
翌
五
十
年

三
月

の
市
議
会

に
お
い
て
周
遊
車
道
建
設
を
断
念

し
、
緑

化
政
策

の
推
進

を
発
表
す

る

に
い
た

っ
た
。
こ

の
四
年

間
の
世
論

の
大
き
な
転
換
を
印
象

づ
け
る
も

の
で
あ
る
。

五
十
年

六
月
、
市

は

「
函
館
山
緑
地
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
を
も

っ
て
協
会

の
四
項
目
に
対

す
る
正
式
回
答
と
し
た
。
協
会

は
同
計
画
書
を
検
討

、
四
項
目

の
ほ
と
ん
ど
が
満
た
さ
れ
て

い
る
も
の

と
し
て
、
直
ち

に
条

件
付
き
同
意
を
表
明

し
た
。

こ
れ

に
よ
り
四
十

六
年
以
来
の
運
動
は
、
必
ず

し
も

百
%

の
成
功
と
は

い
え
な

い
が

一
応

の
終
止
符
を
打

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
条
件
と
は
、
同
計
画

の
実
施

段
階

に
お
い
て
も
協
会

の
介
入
を
認
め
る
、
と

い
う

こ
と

で
、
協
会

は
直

ち
に
委
員
会
を
編
成
し
、
同

計
画

の
具
体
的
実
施
状
況
を
監
視
中

で
あ
る
。

三
、
湯
川
町
ク

ロ
マ
ツ
防
砂
林
保
存
運
動

市

の
東
部
、
湯
川
温
泉
街

に
隣
接
す
る
海
岸
線

に

一
万
四
千
2m
、
約
八
百
本

の
ク

ロ

マ

ッ
林

が

あ

る
。
明
治

二
十
年
代
、
市
発
展

の
功
労
者

・
渡

辺
熊

四
郎

氏
が
五

万
六
千
、m
の
海
岸
線

の
国
有

地
を
払

い
下
げ
、
巨
額

の
私
財

と
二
〇
年

の
歳
月
を
か
け
、
幾
た
び
か
の
失
敗

に
も
め
げ
ず
、

つ
い
に
造
り
上

げ

た
本
道
最
古
の
防
砂
林

の

一
部

で
あ
る
。
そ

の
後

の
不
十
分
な
管
理

、
人

々
の
無
理
解
、
市
街
地

へ

の
転
用
な
ど
に
よ
り
、
現

在
の
約
八
百
本

の
地
域
が
残

る
の
み
と
な

っ
た
。

四
十

八
年
、
市
は
市
立
函
館
病
院

の
赤
字
補
填

の
た
め
、

こ
の
地
域

を
公
立
学
校
共
済
組
合

に
売
却

す
る
こ
と
を
内
定
し
た
。
協
会

は
、
先
人

の
緑
化
事
業
顕
彰

に
よ
る
現
代
人

の
覚
醒
の
た

め
に
も
、
市

街
地
に
緑

の
乏
し

い
市

に
と

っ
て
も
、
ま
す

ま
す
存
在
価
値

の
高
ま
る
緑
地
環
境

と
し
て
そ

の
存
続

を

願

い
、
売

却
方
針

の
撤
回
を
要
求

し
た
。
市
議
会
各

派

へ
の
働
き
か
け
、

一
千
枚

の
チ
ラ
シ
に
よ
る
市

民

へ
の
P
R
な
ど
、
函
館
山
車
道

反
対
運
動
と
並
行

し
て
の
活
動

で
あ
る
。
し
か
し
反
応

は
、
期
待
し

た

ほ
ど
で
は
な

か

っ
た
。

そ

こ
で
十

二
月
、

こ
の
林

に
宿
泊
会
館
建

設
を
予
定

し
て
い
る
買
手

の
公
立
学
校

共
済
組
合
本
部
理

事
長
、
道

支
部
長
、
函
館
市
、
渡
島
、
檜
山

の
三
教

職
員
組
合
執
行
委
員
長

な
ど

に
対

し
、
建

設
予
定

地

の
変
更
を
要
求

し
た
。
緑
地
保
全
、
文
化
財
保
護
な
ど
に
率
先
躬
行
す
べ
き
は
ず

の
教
育

者
集
団
と

し
て
、
後

世
の
批
判

に
堪

え
う
る

の
か
、
と
。
そ

の
間
、
市
の
欺
哺
的

ク
ロ

マ
ッ
移
植

テ
ス
ト
な
ど

の

若

干
の
曲
折
は
あ

っ
た
も

の
の
、
翌
四
十
九
年
三
月
、
欧
州

の
都
市
緑
化
状
況
の
視
察
か
ら
帰
任

し
た

市
長

は
売
却
方
針

の
撤
回
を
表
明

し
、
市
の
文
化
財
と

し
て
、
ま
た
緑
地
と
し
て
慎
重

に
管
理
維
持
す

る
こ
と
を
確
約
し
た
。

四
、
七
飯
自

然
を
守
る
会
の
誕
生
と
大
沼
の
汚
染
防

止
活
動

七
飯
町
管
内

の
横
津
岳

に
東
海
不
動
産

の
宿
泊
施
設
、
ゴ

ル
フ
場
、

レ
ジ

ャ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
が
建
設
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さ
れ
、
そ

れ
に
伴

い
山
麓

の
農
林
業
、
果
樹
園
、
河
川
の
水
質
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響

を
懸
念
し
、
地
元

の
有
志

が
集

ま

っ
て
四
十
七
年

八
月

「
七
飯
自
然
を
守
る
会
」
が
発
足
し
た
。
同
会

は
結
成
以
来

、
協

会

と
密
接

な
連
け

い
を
保

ち
な
が

ら
現
地
視
察

、
郷

土
の
見
な
お
し
、
自
然
保
護
思
想

の
普
及
等

に
取

り
組

ん
で
お
り
、
国
定
公
園
大
沼
の
汚
染
防
止
も
そ

の

一
つ
で
あ

る
。

大
沼

の
汚
染

は
、
最
初

に
問
題
化
し
た
皮
な
め
し
工
場
か
ら

の
ク
官
ー

ム
流

入
事
件
が
、
間
も
な
く

工
場

の
廃
業
、
汚
泥

の
凌
泄

で

一
応
の
解
決
を

み
た
も

の
の
、
現
在

の
最
大

の
汚
染
源

は

湖

畔

の

民

家
、
ホ

テ
ル
、
売
店
な
ど

一
千
余
戸
の
生
活
雑
排
水

の
流

入
で
あ
る
。

ワ
カ
サ
ギ
は
毎
年
大
量

の
稚
魚

放
流

に
も
か
か
わ
ら
ず
成
魚

の
収
穫

は
激
減

の

一
途
を
辿
り
、
イ
ヵ
リ
虫

の
つ
く

ア
ナ
ァ
キ
病
で

フ
ナ

は
大
量

に
死
滅

す
る
、
入
江

の
多

い
南
岸

は
ギ

ラ
ギ

ラ
と
油
が
浮

い
て
悪
臭
を
放

っ
て
い
る
、
と

い
う

現
状
。

こ
れ

に
対
し
、
道

は
四
十
七
年
、
雑
排
水
流
入

口
に
丸
太
柵

に
よ
る
児
戯

に
ひ
と
し
い
簡
易
ろ
過
装

置

を
設
置

し
た
だ
け
、
そ

の
装
置
も
泥
が
詰

ま

っ
て
い
ま
は
機
能

を
失

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
五
十

一
年

八
月

の
大

雨
の
際

に
は
そ

の
装
置

の

一
部
を
切
開

し
て
市
街
地

の
湛
水

の
排
除
を
は
か
り
、
切
開
部

は

そ

の
ま
ま
今

日
も
放
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
附

近

一
円
は
、
夏
期
な
ど

は
接
近
す
る

の
が
困
難

な
ほ
ど

の
悪
臭

に
満
ち
て
い
る
。

同
守

る
会
と
協
会

は
道
と
町
に
対

し
て
、
し
ぼ
し
ば
改
善
処
置
を
要
望
し
て
き
た
が
、
現
状
に
合
わ

な

い
旧
態
依
然
た
る
法

や
条
例
を
示
す

の
み
で
、
な
ん
ら
の
効
を
み
て

い
な
い
。

当
局

は
、
大
沼
も
対
象
と
な

っ
て
い
る

「
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
整
備
事
業
」
を
専
ら
待

っ
て

い
る
と

い
う
態
度
で
、
該
事
業
が
完
成
す
れ
ば
な

ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
姿
勢

に
見
え
る
が
、
該

事
業

は
既
に
発
足

か
ら
大
幅
に
お
く
れ

を
み
せ
、
現
在
よ
う

や
く
用
地
買
収

に
着
手

し
た
ば
か
り
、
完

成

に
は
ほ
ど
遠
い
。
そ

の
間
に
、
汚
染

の
進

行
を
最
少
限
度

に
阻
止
す
る
方
策
が
至
急

に

必

要

で

あ

り
、
仮
り

に
完
成

し
た
と
し
て
も
、
現
在

の
よ
う
な
公
園
利
用

の
在
り
方

で
は
問
題
解
決

に
は
な
ら
な

い
。一

例
を
挙
げ
れ
ば
、
魚
族

の
産
卵

地
帯

で
も
あ
り
、
野
鳥

の
営
巣
地
帯
で
も
あ
り
、
地
表
水

の
直
流

入
を
防
ぐ

ブ
イ
ル
タ
ー
で
も
あ

る
湖
岸
林
保
護

の
た
め
、

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
即
時
禁
止
を
要
求

し
た

と

こ
ろ
、
道

の
回
答
は

「
モ
!
タ
1
ボ

ー
ト
を
取
締

る
規
則
が
な

い
。
被
害

の
出
た
時
点

で
考

え
る
」

と

い

っ
た
、
予
防
措
置
を
忘
れ
た
ヤ
ブ
医
者
以
下

の
頭

で
あ
る
。
同
守
る
会
と
協
会

は
現
在
、
こ
の
汚

染
防
止

に
取
り
組

み
中

で
あ
る
。

五
、
結

び

南
北
海
道
自
然
保
護
協
会

と
七
飯
自
然
を
守
る
会

は
前
記

の
諸
問
題

の
ほ
か
に
も
、
横
津
岳
航
空
路

監
視

レ
ー
ダ

ー
基
地
建
設
工
事
に
関
す

る
約
束
事
項
の
監
視
、
近
郊

に
乱
立
す
る
ゴ
ル
フ
場
な
ど
、
ま

た
近

い
将
来
に
予
想
さ
れ
る
大
規
模
年
金
保
養
基
地

の
建
設
、
火
発
建
設
、
自
動
車
縦
貫
道
、
新
幹
線

な
ど
に

つ
い
て
重

大
な
関
心
を
示
し

つ
つ
、
学
習
会
、
現
地
視
察
な
ど

に
意
を
注

い
で
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
が
、
前
途
多
難

な
よ
う

で
あ
る
。

な
お
、

「
函
館
山
問
題
」

の
項

に
つ
い
て
は
、
北
星
学
院
大
学
講
師

・
久
富
善
之
氏
の

「
函
館
市
に

お
け
る
住
民
運
動
」
か
ら
多
く

の
資
料
を
拝
借

し
た
こ
と
を
記
し
て
厚
く

お
礼
申

し
あ
げ

る
。

(南
北
海
道
自
然
保
護
協
会
長
)
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